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I.は じ め に

今日の医療現場では、少子高齢化 ・多死化等の問題を

抱える中、医療全体のシステムが見直されている。団塊

の世代が後期高齢者となる2025年 の超高齢社会を見据え

た医療 ・看護の提供体制を踏まえると、急性期医療だけ

ではな く、在宅医療も含めた全体的な看護職員の配置の

在り方を考え直さなければな らない現状である。こうし

た現状をふまえ、持続可能な社会保障制度を構築 してい

くために、医療 ・介護提供体制の再構築が行われている。

また、2025年 に向けて必要 となる看護職員数 は200万 人

と推計されており、これを実現するには看護職の離職防

止と、さらなる確保 ・定着が必要 となる1)。そのため、

看護師の人材確保は恒常的な課題となっている2)。

このような医療現場の変化の中で、看護管理職は自分

の病院がどのような役割を地域から求められているのか、

どのような看護を提供する必要があるのかを理解 し3)、

看護の現場を維持 していかなければな らない。これまで

は、自部署の人 ・物 ・金を管理する事が求め られていた

が、医療提供体制が大きく変化 してい く中で、様々な知

識と戦略を行使 しマネジメントしてい く能力も必要であ

り4)、求められる役割や能力が変化 してきている。また、

医療機関の機能分化 ・在宅医療の充実が進められてい く

中、看護師の責務はますます重 くなっていき1)、それに

伴い看護師の精神的 ・身体的負担も増えてい くことが予

想される。看護師が働き続けてい くためには、心身共に

健康であることは重要であり、そのための対策や支援を

行うことも看護管理職の重要な役割となる5)6)。

このように、医療に関わる情勢が大きく変わる中で、

看護管理者自身も大きなス トレスを抱えなが ら、日々の

多様な課題 に対応 している7)8)。現場の管理を担 う看護

師長や主任は、自分自身のメンタルヘルスに留意すると

共に、スタッフのメンタルヘルスの支援を行っていかな

ければならない。管理する側である管理者自身が心身共

に健 康 で な けれ ば、 ス タ ッフの健 康 を守 る こ とは難 しい。

多 様 な ス トレスを 抱 え る中 で 、 様 々 な 役 割 を 果 た して い

くた め に は、 看 護 管 理 者 に も セル フ ケ ア とサ ポ ー トが 必

要 で あ る9)。 しか し、 看 護 管 理 者 に対 す る サ ポ ー トが 、

実 際 の と こ ろ どの 程 度 実 施 され て い るか 定 か で は な い。

また 、 看 護 の 現 場 にお け る ス トレス につ いて は様 々 な研

究 が な され て い るが 、 看 護 管 理 者 を 対 象 と した もの は ス

タ ッ フを対 象 と した もの に比 べ て少 な いの が現 状 で あ る。

職 場 にお け る メ ンタル ヘ ル スを 維 持 す る ため に は、 ス

ト レス マ ネ ジメ ン トが 重 要 と な る。 したが って 、 今 回 は

ス トレス に着 目 し、 わ が 国 にお け る看 護 管 理 者 の ス トレ

ス研 究 を 概 観 す る こ と に よ り、 今 後 の 看 護 管 理 者 の ス ト

レス マ ネ ジ メ ン トや ス トレス研 究 につ いて の 課 題 を ま と

め る こ と とす る。

また 、 今 後 医 療 体 制 の 変 革 と共 に看 護 管 理 者 の 責 務 も

変 化 して い くこ とが 予 測 され る。 諸 外 国 にお け る看 護 管

理 者 と 日本 の 看 護 管 理 者 と はそ の 責 任 の 範 疇 や 権 限 な ど

は異 な るが 、 諸 外 国 にお け る看 護 管 理 者 の メ ンタル ヘ ル

ス に関 す る研 究 につ いて も概 観 し、 今 後 の 日本 にお け る

看 護 管 理 者 の ス トレス研 究 や ス トレス マ ネ ジメ ン トへ の

課 題 を ま とめ て い くうえ で の 一 助 とす る。

II.方 法

1.文 献検索

1)我 が国における看護管理者のス トレスに関する研究

わが国における看護管理者のス トレスに関する研究の

現状を知 るため、医学中央雑誌Web版(ver.5.0)を 用

いて、「看護師」「ス トレス」をキーワー ドとし、原著論

文に絞り、集録開始か ら2013年 までの研究論文を検索 し

た。その中で、看護管理者を対象としたものや看護管理

者の結果を示 している文献を抽出 した。対象の文献を表

1に 示す。尚、特定の看護領域を対象とした ものや、論

文集 ・抄録集と思われる文献は除外 した。



2)諸 外 国 に お け る 看 護 管 理 者 の ス トレス に 関 す る 研 究

諸 外 国 に お け る看 護 管 理 者 の ス ト レス に関 す る研 究 の

現 状 を知 る た め 、PubMedを 用 い て、 「nurse manag-

ers」 「stress」 を キ ー ワ ー ドと し、2003年 ～2013年 まで

の10年 間 の 研 究 論 文 を検 索 した 。 ヒ ッ ト した 文 献 数 は

205件 で あ った。 諸 外 国 に お け る ス トレ ス研 究 に 関 して

は、 近 年 報 告 され た10年 間 の 結 果 に絞 り込 ん で レ ビュ ー

を 行 った 。 この う ち、 看 護 管 理 者 を 対 象 と した ス トレス

に関 す る研 究 に絞 り込 む た め 、 文 献 タイ トル に 「nurse 

manager」 お よ び 「stress」 と表記 され て い る ものを ピ ッ

ク ア ップ した。 対 象 と な る文 献 は12件 で あ っ た。 対 象 の

文 献 を 表2に 示 す 。

2.用 語 の定 義

1)看 護管理者

日本看護協会は、看護管理者について 「看護の対象者

のニーズと看護職の知識 ・技術が合致するよう計画 し、

財政的 ・物質的 ・人的資源を組織化 し、目標に向けて看

護職を導き、目標の達成度を評価することを役割とする

者の総称をいう。その呼称は当該組織によって規定され

る」と定義 している10)。

看護管理職の職位は、施設によって呼称は異なるが、

看護部長、副看護部長、看護師長、主任看護師、スタッ

フナースがあり、各職位によって果たす役割は異なる。

看護部長は、看護部門管理者であり、最高責任者であ

る。副看護部長は、看護部長か らの権限の委譲、あるい

は看護部長をサポートするスタッフ機能としての役割が

ある。看護師長は、各看護単位の責任者である。副看護

師長(主 任看護師)は 、看護師長か ら委譲された管理業

務を行うと同時に、スタッフナースとともに看護ケアを

実践する。また、看護師長不在時には看護師長業務を代

行する役割がある。スタッフナースは、上記以外の看護

師をスタッフナースと称する。看護計画を立案 ・実践 ・

評価 しながら、患者への看護ケアを実践することが役割

である11)。

今回は、これらの職位のうち、スタッフナースのメン

タルヘルス支援を直接的に担う、看護師長 ・副看護師長

(主任看護師)を 対象 とした文献を分析 した。

2)ス トレス とは

ス ト レス は、 も と も と工 学 な どの 分 野 で 用 い られ て い

た 用 語 で あ る。 物 体 に外 部 か ら力 が 加 わ った と き、 物 体

に は元 の 状 態 に 戻 ろ う とす る応 力 が 働 き、 外 部 か らの 力

と の 問 で 緊 張 状 態 が 生 ま れ る。 これ が 工 学 分 野 で 言 う

「ス トレス 状 態 」 で あ る12)。こ の ス ト レス とい う概 念 を

初 め て用 い た の はHans Selyeで あ る。Selyeは 、 生 体

に影 響 を 及 ぼ す 外 的 因 子(ス トレ ッサ ー)が 加 わ る と、

生 体 は不 安 、 抑 うつ 、 身 体 症 状 な どの 特 異 的 な 状 態 を 呈

す る と し、 そ れ を ス トレス と呼 ん だ13)。

ス ト レスの 過 程 の 第 一 段 階 は、 ス トレ ッサ ーの 認 知 で

あ る。 環 境 要 因 と個 人 要 因 の 結 果 と して ス トレ ッサ ーが

認知 さ れ、 そ れ が ス トレス状 態 を引 き起 こす こと に な る。

この 時 、 個 人 が 感 じる ス トレス は、 ス トレス反 応 と して

現 れ る こ と とな る。 この ス トレス反 応 は、 血 圧 上 昇 な ど

の 短 期 的 な もの とバ ー ンア ウ トや 心 臓 疾 患 な どの 長 期 的

な もの が あ る。 また 、 ス トレスを 経 験 した時 に、 苦 痛 を

和 らげ る こ とや 、 ス トレスの 原 因 を 取 り除 くよ う に行 動

す る こ とを 対 処 行 動(コ ー ピ ング)と い う14)。

III.これまで行われてきた看護管理職を対象とし

たス トレスに関する研究の概要

我 が 国 にお け る看 護 管 理 職 を 対 象 と した ス トレス に関

す る研 究 の 概 要 は、 表1に 示 した 通 りで あ る。 調 査 され

て い る内 容 は、 ス トレ ッサ ー、 ス トレス反 応 、 ス トレス

反 応 とそ の 関 連 要 因 、 ス トレス反 応 と して の バ ー ンア ウ

トに 関 す る事 、 ス トレス対 処行 動(コ ー ピング)と い う、

ス ト レスの プ ロセ ス に関 連 した もの と、 メ ンタル ヘ ル ス

研 修 の 効 果 や 役 割 移 行 に伴 う ス トレスな ど、 ス トレス マ

ネ ジ メ ン トに関 連 す る もの で あ った 。 近 年 は、 管 理 職 へ

の 役 割 移 行 に伴 うス ト レス に関 す る報 告 が 多 い こ とが 特

徴 的 で あ る。

IV.看 護管理者 の職務 におけるス トレッサー

我 が 国 の 看 護 管 理 者 に と って ス トレ ッサ ー とな って い

る もの は、 仕 事 の 過 重 負 荷15)16)、人 間 関係16)17)、役 割 の 増

加16)、患 者 家 族 と の調 整 困 難 、 未 経 験 看 護 、 学 生 指 導 、

配 置 転 換15)、労 働 条 件17)であ った 。 これ らの 結 果 は、 職

位 に よ る分 析 は行 わ れ て お らず 、 管 理 者 と い う集 団 で の

結 果 を 示 した もの で あ る。 そ の た め 、 看 護 ケ ア に関 わ る

ものや 学生 の教育 、管 理者 が担 う役 割 に関 す る事 な ど様 々

な 要 因 が ス トレ ッサ ー と して 示 され て い た。

職 位 別 で 見 て み る と、 看 護 師 長 に と って ス トレ ッサ ー

に な って い る もの は、 各 ユ ニ ッ トの業 務 や 人 事18)、安 全

管 理 に 関 す る こ と、 看 護 部 へ の 報 告18)、人 間 関 係8)19)、

多 重 業 務19)、仕 事 や 生 活 の 満 足 度8)で あ り、 安 全 に 業 務

が 遂 行 で き る よ う に管 理 す る こ とや 、 人 の 調 整 な どの 管

理 業 務 等 、 各 看 護 単 位 の 管 理 責 任 者 で あ る と い う こ とが

ス ト レ ッサ ー とな って いた 。

また、 主 任 に と って ス トレッサ ー にな って い る もの は、

教 育 に関 す る こ と、 リー ダ ー と して の役 割18)、業 務 量 に

関 す る こ と8)18)、プ レ ッ シ ャー、 変 化 、 欲 求 不 満 、 職 場



環 境20)、適 性8)で あ り、 主 任 は管 理 的 な 役 割 を持 ち な が

ら も、 ス タ ッフ と して 患 者 の ケ ア等 通 常 の 看 護 業 務 も こ

な して い か な けれ ば な らず 、 ス タ ッフの リー ダ ー と して

の 役 割 や 、 教 育 ・指 導 的 な 役 割 も担 って お り、 様 々 な 役

割 を 求 め られ る こ とが ス ト レ ッサ ーの 特 徴 と して 現 れ て

い た 。

これ らの 結 果 は、 管 理 者 とい う職 位 に求 め られ る役 割

や 責 任 が 影 響 を 与 え て い る こ とが 示 唆 され た 。

V.看 護管理者のス トレス反応 と関連要因

ス トレス反応はス トレスに伴って生 じる心身の変化で

あり21)、主に心理的反応 と身体的反応があると言われて

いる。管理者のス トレス反応の うち、心理的反応では

「不安感」や 「抑 うつ感」「疲労感」「イライラ感」、身体

的反応では 「身体不調」がみられる7)8)。先行文献の中

で、主任を対象としたス トレス反応と要因に関する文献

は1件 のみであるため、職位による分析を行うことは難

しいが、ここで示されていた結果の中で、他の先行文献

で示された看護師長の結果と共通 していたのは、心理的

反応では 「仕事の量的負担」であり、身体的反応では

「適性」であった。

また、看護師長を対象とした先行文献の結果を見てみ

ると、身体的反応に関連 していた要因全てが心理的反応

にも関連 しており、心身共に影響を与えるス トレッサー

が多いことがわかった。また、心理的反応のみに関連 し

ていたのは、「対人関係」 と 「ミス ・事故への対応」で

あった。

これまで行われてきた研究は、横断研究のみであり、

時間経過と共にどのようにス トレス反応が変化 してい く

のかは調査されていない。 したがって、今後は縦断研究

にてどのようにス トレス反応が時間経過の中で変化 して

い くのか調査 してい く必要がある。

VI.看 護管理者 のバー ンアウ トと関連要 因

メ ンタル ヘ ル ス 研 究 の 分 野 にお い て 、 ス ト レス 反 応 の

重 要 な 指 標 と して バ ー ンア ウ トが あ る。 バ ー ンア ウ トに

関 して は多 くの 研 究 者 によ って 様 々 な 定 義 が な され て い

るが 、Maslachは 、 「長 期 間 に わ た り人 に援 助 す る過 程

で 心 的 エ ネル ギ ーが 絶 え ず 要 求 され た 結 果 、 極 度 の 心 身

の 疲 労 と感 情 の 枯 渇 を 主 とす る症 候 群 で あ り、 卑 下 、 仕

事 嫌 悪 、 関 心 や お もい や りの 喪 失 な どを 伴 う状 態 」 と定

義 して い る22)。バ ー ンア ウ トに 関 す る研 究 は、Maslach

&JacksonのMaslach Burnout Inventory(以 下MBI)

を 用 い た もの と、Pinesの バ ー ン ア ウ トス ケ ー ル(以 下

BM)を 用 い た ものが 多 く報 告 され て い る。

看 護 管 理 者 にお け るバ ー ンア ウ トの 研 究 で は、 看 護 管

理 者 を 対 象 と した もの は3件 の み と少 な く、 広 く看 護 師

を 対 象 と した 中 で 、 職 位 に よ る分 析 で 結 果 を 示 して い る

もの が 多 い。 管 理 者 の バ ー ンア ウ トに関 して は、 ス タ ッ

フ よ り も管 理 者 の 方 が バ ー ンア ウ トしに くい と い う結 果

が あ る23)24)一方 、 職 位 とバ ー ンア ウ トとの 関 連 は な い と

す る報 告 もあ り25)、これ まで の 報 告 か らは管 理 者 が バ ー

ンア ウ ト しに くい と は一 概 に は言 え な い。

また、 バ ー ンア ウ トの3つ の下 位尺 度(情 緒 的消耗 感 ・

脱 人格 化 ・個 人 的達 成 感 の低下)に よ る分析 の結 果 で は、

高 い役 職 につ いて い る こ とが 脱 人 格 化 を 抑 制 す る傾 向 に

あ る とす る もの23)や、 管 理 者 の 方 が ス タ ッ フよ り も個 人

的 達 成 感 は低 い 結 果 とな った が 、 情 緒 的 消 耗 感 お よび 脱

人 格 化 に お い て有 意 差 はみ られ な か った とす る もの26)な

ど、 文 献 に よ り様 々 な 結 果 が 示 され て お り、 一 致 した見

解 は得 られ て い な い。 この バ ー ンア ウ トの3つ の 下 位 尺

度 に関 して は、 情 緒 的 消 耗 感 が バ ー ンア ウ トの 主 症 状 で

あ り、 他 の2つ の 症 状 は副 次 的 な 結 果 で あ る と言 わ れ て

い る27)。そ の た め、 職 位 とバ ー ンア ウ トとの 関連 は明 ら

か に はな って い な いが 、 バ ー ンア ウ トを 予 防 す るた め に

は、 情 緒 的 消 耗 感 に対 す る サ ポ ー トが重 要 で あ り28)、管

理 者 に と って もそ の よ うな 支 援 が 必 要 とな る。

ま た、 鈴 木 ら24)29)が行 った アサ ー シ ョ ン とバ ー ン ア ウ

トに関 す る研 究 で は、 管 理 者 で バ ー ンア ウ トに陥 って い

る可 能 性 が あ るの は攻 撃 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを と る

者 で あ り、 バ ー ンア ウ トと攻 撃 的 な 自己 表 現 との 関 連 が

あ る可 能 性 が 示 され て い る。 アサ ー テ ィブ得 点 が 増 え る

とバ ー ンア ウ トの リス クを 減 少 させ30)、自分 自身 の ケ ア

に対 して 満 足 す る とい う結 果 も得 られ て お り、 攻 撃 的 で

はな い アサ ー テ ィ ブな 表 現 が 重 要 で あ る こ とを 示 して い

る31)。古 屋32)は、 バ ー ンア ウ トの背 景 に は個 人 と環 境 と

の 循 環 的 相 互 作 用 に よ り形 成 され た 職 業 文 化 が 要 因 の 一

つ と して 介 在 して い る こ とを 指 摘 して お り、 単 純 に職 位

が影 響 を与 え て い るの で は な く、 個 人 要 因 や環 境 要 因等 、

そ の 他 の 要 因 との 関 連 を 注 意 深 く検 討 して い く必 要 が あ

る。

VII.看 護管理者 のス トレス に対す る対処行動

(コー ピング)

対処行動という言葉は、個人ないしは組織が、ス トレ

スを低減するためにとりうる方策全般を指す。ス トレス

反応を低減 させるための対処行動を、Lazarusuは 「問

題焦点型対処行動」と 「情動焦点型対処行動」の2つ に

分類 している。状況が改善できそうだと判断 した場合に

は 「問題焦点型対処行動」を選択 し、改善の見込みがな

いと判断 した場合には 「情動焦点型対処行動」を選択す
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ると言われている33)。管理者における対処行動に関 して

は、職位が高い方が積極的に問題焦点型の対処行動をと

る傾向にあり、積極的に問題に取り組む対処行動はス ト

レスの低減に効果があるという結果が示されている16)。

さらに、看護管理者の対処行動とアサーティブの関連

をみたものでは、 アサーティブネス得点が高い者は、

「話 し合 う」「自分のやり方を変える」等の対処方法を選

択することが示されていた31)。管理者という集団の中で

も、その個人的な要因によって対処行動は異なって くる。

管理者は比較的積極的な対処行動を取る傾向にあるが、

職位のみが影響 しているのではな く、仕事の要因や個人

的要因など、様々な要因が影響 していることがわかる。

堀川9)は、管理者の立場にある人は現実的な判断力と適

切な対処行動を身につけているとしながらも、部下との

距離や同僚の少なさによる孤立等のス トレッサーにさら

されていると指摘 している。そのため、管理者特有のス

トレスに対応 してい くためには、状況に応 じた、より多

様な対処行動を身につけてい くことが必要であるといえ

る。

VIII.看護管理者におけるメンタルヘルス教育の効果

看 護 管 理 者 を 対 象 と した メ ンタル ヘ ル ス 教 育 に関 す る

研 究 は3件 で あ り、2007年 以 降 は報 告 が され て い な い 。

したが って、 メ ンタル ヘル スの 現状 を把 握 す るに と どま っ

て い る。

池 田 ら17)は、 ス トレス マ ネ ジ メ ン ト教 育 プ ロ グ ラ ムを

実 施 した 結 果 、 ス ト レス 認 知 度 は低 下 した と報 告 して い

る。 こ こで は、 どの よ うな プ ロ グ ラ ムが 役 立 った の か ス

ト レス 認 知 との 関 連 を み て い るが 、 看 護 管 理 者 が 何 を ス

ト レス と認 知 して い るの か とい う、 管 理 者 の 特 性 に よ っ

て 役 立 った プ ロ グ ラ ム内 容 に相 違 が み られ た こ とか ら、

個 人 差 に注 目 し、 そ の ニ ーズ にあ った プ ロ グ ラ ム開 発 の

必 要 性 が 示 唆 さ れ た。 さ らに木 暮 ら34)は、 メ ン タル ヘ ル

ス プ ロ グ ラ ム と行 動 特 性 、 特 性 不 安 、 抑 うつ との 関 連 に

つ い て 報 告 して い る。 こ こで も、 プ ロ グ ラ ム介 入 前 後 に

お い て 、 抑 うつ 、 特 性 不 安 が 有 意 に低 下 し、 自己 価 値 感

が 高 ま った とい う結 果 が 得 られ て い る。 これ は、 認 知 の

切 り替 え と、 行 動 レベ ル で の 自信 を 高 め るス キ ル 演 習 プ

ロ グ ラ ムを 通 して 自己 価 値 感 が 向 上 し、 不 安 と抑 うつ が

軽 減 した と考 え られ る。

これ らの 結 果 よ り、 看 護 管 理 者 に対 す る メ ンタル ヘ ル

ス 教 育 は、 管 理 者 の ス ト レス マ ネ ジ メ ン トに と って 効 果

的 で あ る こ とが わ か る。

IX.看 護管理者への役割移行に伴うストレスと支援

近年の看護管理者のス トレスに関する研究では、管理

者への役割移行に関連するものが報告されている4)35)。

中堅看護師か ら副看護師長や主任へ昇格する場合や、副

看護師長や主任か ら看護師長へ昇格する場合などに、こ

れまで果た してきた役割が大きく変化する。そのため、

役割移行時への組織的な支援は大きな課題である。

山本4)は、看護中間管理職への移行期に生 じる葛藤に

ついて報告 しているが、ここで浮き彫 りになったのは、

現状に十分に適応できずに自尊感情を損なっている状態

であり、ある意味で リアリティショックとも言える状態

であった。実際に昇格 した時には、新 しい環境下におけ

る人間関係の構築や、立場が変化 したことによる人間関

係の調整、未経験な業務とその負荷などに日々のエネル

ギーを費や し、実践者としてはエキスパー トであった自

尊心が打ち砕かれ、責任の重圧や上司と部下との板挟み

などのス トレスを抱えていた。そのため、中間管理職ヘ

スムーズに移行するためには、スタッフ時代の管理者へ

の準備教育と昇任後の中間管理職へのメンタルヘルスケ

アが重要 となる。森山 ら35)も、新任看護師長が役割を取

得する過程において、自分の持っている能力を発揮でき

ず、「確立 していたはずの自信を失 う」「自身が与える影

響力を自覚」「期待に応えられずに悩む」といった役割

葛藤を経験 しており、指導者やメンターを配置するといっ

た支援が必要であることを示 している。

X.諸 外国における看護管理者のメンタルヘルス

に関する研究

2003年 ～2013年 の10年 間 にお け る、 海 外 の 文 献 で の 看

護 管 理 者 の メ ンタル ヘ ル ス に関 す る報 告 は、 役 割 ス トレ

スや ス ト レス と コ ー ピ ング との 関 係 、 ス トレスの 予 測 因

子 とな る もの 、 離 職 意 思 、 緩 衝 要 因 等 が み られ た 。

Lisaら36)は 、 看 護 管 理 者 は 高 い ス トレス が あ る こ とを

報 告 して い る。 また 、 看 護 管 理 者 の 中 で も年 齢 が 高 い と

ス ト レス の 値 は低 くな るが 、 ス トレス と経 験 年 数 との 関

連 は み られ なか った と報 告 して お り、 経験 年 数 で はな く、

ス ト レス と年 齢 との 間 で 何 等 か の 関 連 が あ る こ とを 示 し

て い る。

また 、 看 護 管 理 者 に と って ス トレ ッサ ー とな って い る

もの は、 「財 政 上 の 責 任 」 「不 適 切 な 人 的 資源 」 「他 の 管

理 者 」 「個 人 的 な 悩 み 」 「中 間管 理 職 の役 割 」 「競 い 合 う

こ と」37)「役 割 過 重 」38)39)「役 割 葛 藤 」 「対 人 関係 の 葛 藤」38)

「意 思 決 定 の プ ロ セ ス」40)であ っ た。 こ こで ス ト レ ッサ ー

と して 挙 げ られ て い る もの は、 管 理 者 と して 看 護 や 医 療

の 現 場 を マ ネ ジ メ ン トす る うえ で 生 じる もの で あ る。 対



人 関 係 に 関 して は、 日本 の 看 護 管 理 者 を 対 象 と した 研 究

に お い て8)16)19)同様 の 結 果 が 得 られ て い るが 、 そ の 他 の 要

因 に 関 して は異 な る結 果 で あ った 。

ま た 、Lisaら39)は 、 看 護 管 理 者 の 職 場 環 境 に お け る ス

ト レス で 最 も重 要 で あ った の が 役 割 過 重 で あ った と報 告

して お り、 看 護 管 理 者 が 役 割 過 重 を 感 じる こ と につ い て

の サ ポ ー トと して 、 どの よ う に能 率 的 に仕 事 を 行 うか 、

現 場 で の 要 求 に対 処 す るマ ネ ジ メ ン ト方 法 につ いて 学 ぶ

こ とが で き るよ う にす る こ とが 必 要 で あ る と指 摘 して い

る。

さ らに、 管 理 者 の 仕 事 の 複 雑 さ にお け る意 思 決 定 の プ

ロセ ス が 、 管 理 者 に と って ス ト レス フル な 状 況 で あ る こ

とを 示 した研 究 もみ られ た40)。この 中 で 、 意 思 決 定 に お

け る認 識 の 違 い が 、 役 職 経 験 や 組 織 的 背 景 、 状 況 に関 係

して い る こ とが 明 らか とな り、 経 験 の あ る看 護 管 理 者 の

思 考 の プ ロセ ス と、 経 験 の 浅 い 看 護 管 理 者 の 思 考 の プ ロ

セ スで は違 いが あ る こ とが示 され て お り、 よ りサ ポー テ ィ

ブな 組 織 文 化 にお い て 、 看 護 管 理 者 が 決 定 に対 し不 安 を

示 す可 能 性 が 少 な い ことが 示 され て い る。先 に述 べ た が、

ス ト レス は年 齢 と関 連 はあ るが 経 験 年 数 で は関 連 が み ら

れ な か った とい う結 果 が 示 され て お り、 経 験 と年 齢 が ス

ト レ ッサ ーや ス ト レス反 応 に対 して どの よ うな 影 響 を 与

え て い るの か 明 らか で はな い。 そ の た め 、 管 理 者 特 有 の

ス ト レ ッサ ーが 、 経 験 や 年 齢 に よ り どの よ う に変 化 して

い くの か も明 らか に して い く必 要 が あ る。

また 、 看 護 管 理 者 が 仕 事 にお いて 過 度 の 負 担 を 感 じ続

けて い る と、 貴 重 な 資 源 を 使 い果 た して しま い、 バ ー ン

ア ウ トや 離 職 につ な が って しま う悪 循 環 とな る可 能 性 が

あ る と指 摘 し て い る39)。バ ー ン ア ウ トに 関 し て は 、

Heatherら41)が1年 前 と1年 後 の バ ー ンア ウ ト得 点 を 比

較 し、1年 前 は50%の 管 理職 が バ ー ンア ウ トの カ テ ゴ リー

で あ った が 、1年 後 に は66%に 増 加 して い た とい う結 果

を 示 して い る。 また 、1年 後 の 情 緒 的 消 耗 感 の 結 果 と1

年 前 の 努 力 報 酬 不 均 衡 や 自己 評 価 結 果 にお い て 強 い 相 関

が み られ て い た 。 これ は、1年 前 に生 じた 要 因 が 、 時 が

経 つ と看 護 管 理 者 の バ ー ンア ウ トに影 響 を 与 え る こ とを

示 して い る。 バ ー ンア ウ トを 防 ぐた め に は、 タイ ム リー

に ス ト レス に対 処 して い き、 貴 重 な 資 源 を 使 い 果 た して

しまわ な い よ う、 ス ト レス マ ネ ジ メ ン トを 行 う こ とが 必

要 とな る。

また 、 看 護 管 理 者 の 経 験 に焦 点 を あ て た コ ー ピ ングの

結 果 にお い て は、 経 験 の 浅 い 看 護 管 理 者 と経 験 の あ る看

護 管 理 者 を 比 較 す る と、 経 験 の あ る看 護 管 理 者 は問 題 に

焦 点 を あ て た 効 果 的 な コ ー ピ ング方 略 を 用 い て お り、 健

康 に関 して ネガ テ ィ ブな 結 果 が 少 な か った とい う結 果 を

示 して い る42)。ま た、 対 処 行 動 につ い て質 的 に ま とめ た

もの で は、 「同 僚 ・上 司 の支 援 」 「経 験 に基 づ く対 処方 法 」

「社会的 ・個人的対処方法」37)のカテゴリーが対処行動と

して示されていた。「同僚 ・上司の支援」 に関 しては、

緩衝要因と捉えることもできるが、ここでは、積極的に

同僚や上司へ支援を求める行動を選択するという対処行

動をとることができるという意味で、対処行動として分

類されている。

緩衝要因に関 しては、いかに決定権や裁量権を与え ら

れるかが看護管理者のストレスにおいて重要であり、離

職意思に影響を与えるという結果が示されていた36)。

以上のことか ら、管理者におけるス トレスやス トレス

反応は、管理者特有のものがあることや、年齢によるス

トレス負荷やそのストレスに対する反応が異なること、

経験によって対処行動の選択が異なることが示唆された。

また、海外の研究で特徴的であったのが、役割ス トレス

についての結果が多 く報告されている事であった。諸外

国の看護管理者に与え られている役割や責務は、日本の

看護管理者とは異なるものであり、その責任範囲も広い

ことか ら、日本の管理者とは異なる役割負荷が生 じてい

るものと考える。 しか し、今後日本においても看護師に

求め られる役割や責任範囲が拡大 していく可能性を考え

ると、看護管理者が負う責任範囲が拡大 していくことが

考えられる。したがって、裁量権や役割に関する要因が、

今後日本の看護管理者にとってどのような影響を及ぼす

のか、そ してどのようなス トレスマネジメントが必要で

あるのか、日本の看護管理者の背景を考慮 して検討 して

い く必要がある。

XI.結 論

1.看 護 師 長 は、 安 全 に業 務 が 遂 行 で き る よ う に管 理

す る こ とや 、 人 の 調 整 な どの 管 理 業 務 等 、 各 看 護

単位 の管理 責任 者 で あ る とい う ことが ス トレ ッサ ー

とな って い た。

2.主 任 は、 管 理 的 な役 割 だ けで な く、 患 者 の ケ ア等

通 常 の 看 護 業 務 も こ な して いか な けれ ば な らず 、

ス タ ッフの リー ダ ー と して の 役 割 や 、 教 育 ・指 導

的 な 役 割 も担 って お り、 様 々 な役 割 を 求 め られ る

こ とが ス トレ ッサ ー とな って い た。

3.こ れ まで 行 わ れ て き た研 究 は、 横 断 研 究 の 報 告 が

ほ とん どで あ る ため 、 今 後 は縦 断 研 究 にて どの よ

う に ス トレス反 応 が 時 間 経 過 の 中 で 変 化 して い く

の か 調 査 して い く必 要 が あ る。

4.管 理 者 の バ ー ンア ウ トに関 して は、 様 々 な結 果 が

示 され て お り、 一 致 した見 解 は得 られ て い な い。

単 純 に職 位 が 影 響 を 与 え て い るの で は な く、 個 人

要 因 や 環 境 要 因 等 、 そ の 他 の 要 因 との 関 連 を 注 意

深 く検 討 して い く必 要 が あ る。



5.対 処行動は、職位が高い方が積極的に問題焦点型

の対処行動をとる傾向にあり、積極的に問題に取

り組む対処行動はス トレスの低減に効果がある。

6.看 護管理者に対するメンタルヘルス教育や、役割

移行時への組織的な支援は、病院組織全体で取り

組む必要がある。

7.裁 量権や役割に関する要因が、今後看護管理者に

とってどのような影響を及ぼすのか、そ してどの

ようなス トレスマネジメントが必要であるのか、

日本の看護管理者の背景を考慮 して検討 してい く

必要がある。
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